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自己紹介

沖崎 太郎
株式会社 NTTデータ バリュー・エンジニア
データマネジメント事業本部

DaaS統括部 KPO推進チーム チーム長

ERPパッケージベンダでは、開発～セールスの全領域を経験、従事。

CRMツールベンダでは、データ連携に特化したコンサルティング業務に従事し、

通算で１００社以上のお客様のご支援（システム要件定義～導入）

その後、データにお困りのお客様の力になりたいと考え、（株）NTTデータ・バリュー・エンジニアへ入社。

業務実績

◆ 大手金融機関データガバナンス構築支援実施

◆ 建築業基幹システムリプレースに伴う顧客データ統合支援

◆ 大手エネルギー関連企業ETLシステムリプレース支援

◆ 大手金融業DWH構築支援

◆ 製造業データマネジメント構築支援

おきざき    たろう

Point
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本日お伝えしたいポイント

本日は、

“弊社がどのようにしてAI活用に繋げるご支援を行っているか”を

事例と実践ポイントを通してお伝えさせていただきます。

データの内容や構造を整理する際に「アセスメント」作業を実施します。

「アセスメント」と言葉で書くと一言で終わってしまいますが、

ご経験の無い方では何から手を付ければいいか手探りなところから始まり

アセスメントの結果を次にどう繋げるか分からず闇雲に時間を使ってしまうことが多いと思います。

弊社事例を通して実践ポイントの具体的なイメージを掴んでいただき、

皆様が課題解決に向けて動き出されるきっかけとなれば幸いです。
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企業理念

“データで創る一歩先の未来”
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概要

【設立】

2001年
出来事：TDS、USJ開園

(創業:1997年)

私たちを支える力 取引実績

【代表者】
代表取締役社長 大西浩史

【所在】

東京都港区新橋5-10-5
PMO新橋Ⅱ6F

【仲間】

100名

【資本金】

100百万円

【株主構成】

株式会社 NTTデータ
アステリア 株式会社

【累計】

2,000社＋

新橋から約7分

デタマネ普及活動

JDMC 理事 兼 事務局長
*日本データマネジメントコンソーシアム

JUAS 研究部会長

【業種・業界】

金融、製造、小売・卸
エネルギ、ゼネコン、公共など多種多様

Point

会社概要
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創業

1997 2xxx

NTTデータ
社内ベンチャ
活動開始

2001

設立
独立会社化

2011

社名変更JDMC設立

●IT商材マスタ販売開始
(TOPPAGE)

●顧客・商品・製品マスタ
(MDM)構築支援開始

●データ運用アウトソース
事業開始

●データマネジメント
    AIサービス
研究着手

●飲食店 需要予測サービス開始

●デタマネ×データ分析 オールインワン
サービス開始

●データカタログ
構築支援開始

●システムスリム化
サービス開始

●Alteryx代理店
契約

●データマネジメント成熟度診断
サービス開始

●体験型DX人財育成
サービス開始

●社内ベンチャー制度
   (一歩先未来Project)

●親会社への
    出向制度

発起人
2024年9月27日現在：328社

データマネジメント系

データ分析系

新たな取組み

●DMO組織構築
支援開始

公式 VTuber

●データガバナンス
導入支援

●データアセスメント
サービス開始

●データコンサルサービス開始

2023

沿革

Point
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データマネジメント活動の全体像
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本日のアジェンダ
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01
AI活用の現在地と「データ」という最大の壁
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AI導入における最大の課題はデータ

(出展) Thomson Reuters Institute 2025 C-Suite Survey

データの品質と構造(65%)

利用可能な予算(55%)

AI技術の利用に関する規制(47%)

AI技術の実証可能な精度(45%)

AI技術の実証可能なデータセキュリティ(44%)

技術への実証可能な投資収益率(42%)

実装に必要な時間／リソース(39%)

専門分野におけるAIの利用に関する倫理的な懸念(37%)

適切なAI技術の市場での入手可能性(35%)

ニーズに最適な技術を選択する際の課題(35%)

組織全体の意欲またはポリシー(24%)

その他の障壁(3%)

・世界8カ国の経営幹部(C-Suite)を対象に実施された調査では導入の最大の障壁は「データ品質」

自社のAI導入が「遅すぎる」と感じているリーダーにとって、

最大の障壁として挙げられたのが「データの品質と構造（Quality and structure of data）」(65%) でした 。

これは予算不足や規制への懸念を上回る最大の課題です。さらに、45％が「実証可能な精度」を課題と回答しています。

“AIに食わせるデータの整備” で “AI活用につまずいている” という事実の重さを、これらの数字は物語っています。

24％が課題に挙げている「組織内の意欲・ポリシー」も、データ整備を推進するためには見落とせない要素と我々は考えています。

https://www.thomsonreuters.com/en-us/posts/wp-content/uploads/sites/20/2025/05/2025-C-Suite-Report.pdf
https://www.thomsonreuters.com/en-us/posts/wp-content/uploads/sites/20/2025/05/2025-C-Suite-Report.pdf
https://www.thomsonreuters.com/en-us/posts/wp-content/uploads/sites/20/2025/05/2025-C-Suite-Report.pdf
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02
なぜ今までのデータ整備ではダメなのか？
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データ活用の新たな頂点、「AI活用」

データマネジメントの優先順位を示すAikenピラミッドにおいて、従来は「データ活用」が頂点でした。

しかし今、「AI活用」という、より高度なテーマが上に加わっています。
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AI時代のデータ整備で何が変わったのか？

従来のBIツールなどでの「人間が見るためのデータ活用」と、生成AIなどでの「AIが解釈するためのAI活用」

では、データに求められるレベルが根本的に異なります。

Point



© 2024 NTT DATA Value Engineer Corporation 14

0３
AI活用を成功に導いたご支援事例
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ご支援事例その１



© 2025 NTT DATA Value Engineer Corporation 16

AIリーダブルなDWH構築によるクエリ生成の実現
背景・課題 
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なぜAIは「整理されていないデータ」を理解できないのか？
背景・課題 
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AIによるクエリ作成を使えるように
実施内容
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エクセルからAIリーダブルなデータを作成
実施内容
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担当者だけでは解決が難しい状況
実施内容
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ご相談の背景と現状
実施内容
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アセスメントから一気通貫したご支援
実施内容
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ご支援の全体像
実施内容
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AI活用を想定したテーブル設計
実施内容
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データ加工フローの定義・共通化
実施内容
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周辺業務の整備
実施内容



© 2025 NTT DATA Value Engineer Corporation 27

利活用を想定した設計と構築作業

Point

実施内容
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混沌とした状態から整理された状態へ
まとめ
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AIにとって分かりやすいデータのポイント
まとめ
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データ整備からAI活用へ
まとめ
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ご支援事例その２
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限られたリソースで実現したAIチャットボット導入
背景・課題 
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Point

限られたリソースで実現するための「賢い」優先度付け
背景・課題 
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限られたリソースでAIチャットボットの導入を目指す
背景・課題 



© 2025 NTT DATA Value Engineer Corporation 35

目指す先はデータマネジメントが構築された状態
背景・課題 
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正確な現状把握
実施内容
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実行計画（作戦）の検討

Point

実施内容
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限られたリソースで実現するための戦略
実施内容
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優先度付けがもたらす効果

Point

実施内容
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回答精度の向上に向けた現実的なアプローチ
実施内容
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AIの読解力を阻害する要因を機械的な処理で解消
実施内容
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中長期的なデータマネジメント活動の定着化

Point

まとめ
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データ整備を全社の経営課題に
まとめ
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全社展開に向けた型作り

Point

まとめ
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AIチャットボット導入のための２つのポイント
まとめ
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２つの事例を通してお伝えしたい３つのポイント
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Point１. AI活用の推進に必要な「２つのエンジン」

Point



© 2025 NTT DATA Value Engineer Corporation 48

Point２.多くの企業が陥るツールへの過度な期待

Point
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Point３. なぜ第三者の視点が必要なのか

Point
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AI時代のデータマネジメントを成功させるために

～NTTデータ バリュー・エンジニアのご支援～

04
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データマネジメントを「企画倒れ」させないための実践ポイント
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構想から運用まで、一気通貫で支援する基本ステップ

Point
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NTTデータ バリュー・エンジニアのソリューション 1/2
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NTTデータ バリュー・エンジニアのソリューション 1/2



© 2025 NTT DATA Value Engineer Corporation 55

なぜNTTデータ バリュー・エンジニアなのか
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【参考】NTTデータ バリュー・エンジニア掲載記事

主なWeb掲載記事

１ ｜ 日 経 ク ロ ス テ ッ ク

 デ ジ タ ル 化 の 「 二 周 目 問 題 」 シ ス テ ム 部 門 は ど う す べ き か

 h t t p s : / / x t e c h . n i k k e i . c o m / a t c l / n x t / m a g / n c / 1 8 / 0 2 0 9 0 0 0 2 1 / 1 2 0 8 0 0 1 2 7 /

２ ｜ I T  L e a d e r s

 デ ー タ カ タ ロ グ の 構 築 と 運 用 で 「 現 場 の 集 中 力 」 と 「 組 織 の 競 争 力 」 を 実 現 ！

 h t t p s : / / i t . i m p r e s s . c o . j p / a r t i c l e s / - / 2 6 1 1 1

３ ｜ I Tm e d i a  ビ ジ ネ ス オ ン ラ イ ン

 データの価値を高めビジネスに活かす！ データマネジメントの先駆者「NTTデータバリュー・エンジニア」が描く未来

 h t t p s : / / w w w . i t m e d i a . c o . j p / b u s i n e s s / a r t i c l e s / 2 3 0 1 / 1 6 / n e w s 0 0 1 . h t m l

４ ｜ E n t e r p r i s e Z i n e

 は じ ま り は N T T デ ー タ の 「 購 買 担 当 」 か ら ─ ─ 大 西 社 長 が 歩 ん だ 「 デ ー タ マ ネ ジ メ ン ト ・ ジ ャ ー ニ ー 」

 h t t p s : / / e n t e r p r i s e z i n e . j p / a r t i c l e / d e t a i l / 1 7 6 9 2

書 籍 ｜ イ ン プ レ ス 総 合 研 究 所

 デ ー タ マ ネ ジ メ ン ト の 実 態 と 最 新 動 向 2 0 2 5

発売日 2024/12/25

ページ数 184

著者 海老原吉晶、真野正、

越塚登

出版社 株式会社インプレス

書籍紹介

Point
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【参考】弊社メインとなるデータ課題解決のためのデータマネジメント

システム機能（ツール）だけでなく、人的要素（マインド、体制・役割、ルール・手順）も考慮し、
「データ統合計画」を策定することが重要です。

◼データ管理体制

◼データ管理の役割

➢データ開発者

➢データアナリスト

➢ビジネスアナリスト

➢データスチュワード etc

◼スキルや企業文化の醸成

◼教育プログラム etc

◼ＥＴＬツール

◼クレンジングツール

◼ＤＷＨ

◼ワークフロー

◼メタデータ管理 etc

マインド
・

教育

体制
・

役割

データ
戦略

◼費用対効果の試算

◼情報活用シーン

◼データ管理体制

◼データ入力、収集、変換、統合

におけるルール

◼データ監視のルール

◼データカタログ

◼データ運用 etcツール
ルール
・

プロセス
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05
アンケート特典

データマネジメント活動を「企画倒れさせない」ためのポイント

データマネジメント活動を「永続的な活動」とするためのポイント
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データ品質を支えるデータマネジメント活動

DAMAホイール
The DAMA-DMBOK2 

Data Management Framework
(The DAMA. Wheel)

データマネジメント活動の検討領域は、意外と幅広い

DAMAホイールにみる知識領域のすべての実施はやりきれない…

（と思う）

「企画倒れしない」「永続的な活動とする」ための

データマネジメント活動の推進ポイントをご紹介します

ビジネスに合わせてデータ品質を高めるためには、

データの改善だけでなく、永続的にデータを維持・管理する

「データマネジメント活動」が重要

データマネジメント検討領域

データマネジメント活動の成功の方程式は？何をどこからやれば？

データマネジメントの活動の推進ポイントは？

Point
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データマネジメントの価値や必要性を理解してもらい、部門を

超えて組織的な推進チームを作ることで持続的な活動とする

 もっと詳しく  データライフサイクルを考えると、データに関わる部門は多岐にわたります。また、

データマネジメントは組織的な活動とすることで効果を発揮しますので、部門を超えた仲間作りが必要

です。情シス部門だけでなく実際に使用する事業部門を巻き込み、最終目的となるデータ活用の推

進をゴールにした施策検討も重要です。

データマネジメントは、データ基盤導入やシステム刷新と同時に

進める方が上層部の理解が得やすい（忘れてはならない！）

 もっと詳しく  データマネジメントは、その先のデータ活用を推進するための取り組みであるので、

データマネジメント単独で効果を求めるのは困難です。EOL/EOS（製品やサービスの販売や保守終

了）のタイミングやデータ基盤構築とセットで始めることで、ツールの効果の最大化を狙うと良いでしょう。

現状のデータを調査し、その状態を正確に把握することが、

その後の必要な手立てを計画するために重要である

 もっと詳しく  データ分析の結果に信頼性を持たせるには、元となるデータの正確性・整合性

を確認しデータ品質の改善が必要です。まずは、データアセスメントを行い、現状データの状態を正確

に把握・評価した上で、必要なデータ整備やデータ統合の手立てを設計する必要があります。

初期データの品質改善だけでなく、その後の維持・管理を加味

して、計画当初から体制・運用ルールを検討することが必要

 もっと詳しく  データマネジメント活動で初期データの整備を行ったものの、その後の運用を考

えていないケースも見受けられます。データは一度整えても時間の経過とともに、品質の悪いデータが

入ってきますので、定期的な品質測定を事前に組み込む必要があります。また、データの活用目的や

範囲の変化にあわせて、データ品質基準の再設定も考慮した方が良いです。

データマネジメント活動を「企画倒れさせない」ためのポイント

データマネジメント活動は組織に根付かせることで効果を発揮し、その先のデータ活用を力強く推進することが可能。
組織的な活動とするために、「企画倒れさせない」ためのポイントを紹介。

 Point１：仲間作り（推進メンバー）作り  Point２：企画提案タイミング

 Point３：打ち手の確からしさ（根拠・検証）  Point４：持続的な活動のための整備

※詳しい解説は、この講演後のアンケートにご回答いただいた方への特典として、ダウンロードされた講演資料にてご覧いただけます。

Point

Point

Point

Point
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組織横断でデータマネジメント活動に取り組むためには、各社

の風土・実態・実情にあわせたガイドライン（運用ルール）

作成が必要（作りたくないけど）

 具体例  

・総花的に作るのではなく、スモールサクセスを得るために優先順位をつける

・実際に使われているテンプレートをベースに加工すると効率的かつ確実な適用が可能

永続的なデータマネジメント活動には役割と責任を明確にし、

組織的な営みとすることが重要

 具体例  

・ガイドラインに則った運用ができているか確認・評価を行うデータマネジメント推進チーム

・データ登録業務やデータライフサイクルを管理するデータオーナー

データマネジメント活動は、事業部主体のデータ活用の企画

立案が重要 そのために、真のデータ活用を体感できるデータ

活用教育は、データ活用の普及・啓発に効果的

 具体例  

・データマネジメント教育だけでなく、データ活用人材を増やすためのレベル別研修の実施

・データ活用の成果や成功事例を共有し啓蒙活動とする

データ活用を見据えたツール導入とそれを安心して利用可能な

環境（メタデータ、データ品質の維持・管理も含めて）の

整備が必要 ないと、データ管理部門が破綻する

 具体例  

・データ統合を行うデータ連携ツールやMDMツールなど、最適なツールの有効活用

・導入予定のツールの特徴を踏まえたデータマネジメント支援の検討

 Point１：活動ガイドラインの策定  Point２：活動のための体制と役割の明確化

 Point３：データ活用教育  Point４：データ活用を見据えた環境整備

データマネジメント活動を「永続的な活動」とするためのポイント

データマネジメント活動を「永続的な活動」とするためのポイントを紹介。

※詳しい解説は、この講演後のアンケートにご回答いただいた方への特典として、ダウンロードされた講演資料にてご覧いただけます。

Point

Point

Point

Point
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こんなお悩みはございませんか？

データマネジメント活動を進めている、または過去に進めた中で、以下のようなお悩みはありませんか？

 DAMAホイール全ての導入検討を行ったが、実施後に上手く機能していない、または検討を諦めた。

 EOL（End of Life）やEOS（End of Service Life）のシステムのマイグレーションやリプレースを実施したが、

業務フローの変更や多くの業務への影響が発生してしまった。

安心してデータ活用ができているとは言えない、またはデータ活用の状況が不明。

想定していた事業部の主体的なデータ活用の企画が立案されていない。

構築した組織横断的なデータ基盤、データ活用基盤、業務システムの利用・活用が進んでいるか、判断が難しい。

データマネジメント活動で残った役割がデータ管理部門中心となっている。

データマネジメント活動の導入検討はしているが、どこから、どのように企画立案すれば良いかに悩んでいる。

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓
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最後に

ご清聴ありがとうございました。

本資料に関するお問い合わせや

データマネジメントに関するご相談は、下記までご連絡ください。

株式会社 NTTデータ バリュー・エンジニア

E-mail：sales@nttdata-value.co.jp

Point
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